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阿
武
隈
川
上
流
域
の
舟
運
は
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

の
試
通
船
を
端
緒
に
、
石
川
郡
明

み
ょ
う

岡お
か

村
（
現
矢
吹
町
）
円
谷

家
な
ど
の
人
々
に
よ
り
切
り
拓
か
れ
た
。
同
家
に
は
、
舟
運

の
実
態
を
伝
え
る
「
〔
阿
武
隈
川
舟
運
絵
図
〕
」
（
円
谷
重
夫

家
文
書
（
そ
の
一
）
四
五
四
）
が
伝
存
し
て
い
る
。

　

端
裏
書
に
よ
れ
ば
、
同
絵
図
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

に
通
船
路
を
清
書
す
る
た
め
作
成
さ
れ
て
お
り
、
石
川
郡
中

野
村
（
現
石
川
町
）
の
近
内
寅
吉
（
六
十
二
才
）
が
描
い

た
。
右
隅
の
阿
武
隈
川
源
流
域
の
甲
子
山
に
始
ま
り
、
白
河

郡
川
原
田
村
（
現
中
島
村
）
・
安
達
郡
大お

お

平
だ
い
ら

村
（
現
二
本
松

市
）
間
の
流
路
が
描
か
れ
て
お
り
、
川
の
両
脇
に
は
村
名
・

字
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
右
端
の
凡
例
に
よ
る
と
、
川
中
の

朱
線
は
当
時
の
通
船
路
、
川
岸
の
赤
丸
は
荷
を
積
み
下
ろ
す

河
岸
、
岩
肌
上
の
黄
色
線
は
難
所
の
た
め
開
鑿
が
行
わ
れ
た

箇
所
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
お
り
、
開
鑿
対
象
と
な
る
が
廃
止

さ
れ
た
箇
所
も
黄
色
線
で
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
川
の
中

の
赤
丸
は
水
勢
抑
制
の
た
め
に
築
い
た
石
枠
で
、
柵
の
よ
う

な
線
は
用
水
の
取
水
の
た
め
設
け
ら
れ
て
い
た
堰
で
あ
る
。

　

絵
図
に
は
二
十
八
か
所
の
岩
場
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
い

る
。
波
が
立
つ
表
現
は
急
流
を
示
し
、
な
か
に
は
「
瀧
」
を

冠
し
た
地
名
も
あ
り
、
阿
武
隈
川
上
流
の
舟
運
が
容
易
で
な

か
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
な
お
、
上
図
は
龍た

つ
ざ
き崎

村
（
現

玉
川
村
）
の
乙お

つ

字じ

がヶ
滝た

き

及
び
そ
の
周
辺
を
描
い
た
部
分
で
、

同
滝
は
舟
運
に
お
い
て
最
も
難
所
と
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
。

　

河
岸
に
着
目
す
る
と
、
幕
末
に
設
け
ら
れ
た
川
原
田
河

岸
、
明
岡
河
岸
、
中な

か

宿
じ
ゅ
く

河
岸
（
現
須
賀
川
市
）
、
鬼お

に

生う

だ田
河

岸
（
現
郡
山
市
）
の
四
つ
の
河
岸
に
加
え
て
、
本
宮
河
岸
、

才
俣
河
岸
・
供ぐ

中
じ
ゅ
う

河
岸
（
と
も
に
現
二
本
松
市
）
が
描
か
れ

て
い
る
。
後
者
の
三
か
所
は
、
戊
辰
戦
争
で
阿
武
隈
川
舟
運

を
利
用
し
た
明
治
政
府
が
、
の
ち
に
三
春
藩
に
指
示
し
て
通

船
路
を
延
伸
さ
せ
て
設
け
た
河
岸
で
、
そ
の
成
果
が
絵
図
に

反
映
さ
れ
て
い
る
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）
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元
和
期
（
一
六
一
五
～
一
六
二
四
）
頃

に
作
成
さ
れ
た
陸
奥
国
高
野
郡
南
郷
（
現

在
の
棚
倉
町
・
塙
町
・
矢
祭
町
・
鮫
川
村
・

古
殿
町
の
一
部
）
下
渋
井
村
（
塙
町
塙
）

の
領
主
と
そ
の
下
代
の
来
歴
を
記
し
た
史

料
に
よ
る
と
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）

九
月
よ
り
立
花
宗
茂
が
初
代
棚
倉
藩
主
と

な
り
、
そ
の
代
官
と
し
て
十と

時と
き

摂
津
守

連つ
れ
さ
だ貞

が
元
和
五
年
二
月
ま
で
当
地
域
を
支

配
し
、
同
年
三
月
か
ら
同
六
年
十
二
月
ま

で
複
数
の
地
代
官
に
よ
る
支
配
で
あ
っ
た

と
い
う
。
元
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
に

宗
茂
は
、
本
領
で
あ
る
筑
後
国
柳
川
藩
主

に
復
帰
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
元
和
七
年
よ
り
丹
羽
長
重
が

第
二
代
棚
倉
藩
主
と
し
て
入
部
す
る
元
和

八
年
正
月
十
一
日
ま
で
の
約
一
年
間
、
大

谷
清
兵
衛
定
次
・
片
山
吉
左
衛
門
・
高こ

う
ざ
い西

（
香
西
）
夕せ

き
う
ん雲

が
幕
府
の
代
官
と
し
て
当

地
へ
派
遣
さ
れ
、
高
野
郡
南
郷
は
一
時
的

に
幕
府
の
直
轄
領
と
な
っ
た
。
そ
の
事
実

を
裏
付
け
る
史
料
が
、
九
月
十
五
日
付
江

戸
幕
府
年
寄
連
署
奉
書
で
あ
る
。
こ
れ
は

無
年
号
文
書
で
あ
る
が
、
干
支
が
酉
で
あ

る
こ
と
、
黒
印
を
据
え
て
い
る
年
寄
（
老

中
）
酒
井
忠
世
・
同
土
井
利
勝
・
同
井
上

正ま
さ
な
り就

・
同
永
井
尚な

お
ま
さ政

・
勘
定
頭
松
平
正
綱
・

同
伊
丹
康
勝
の
年
寄
在
職
時
期
、
官
途
・

名
乗
り
、
生
存
期
間
な
ど
か
ら
、
元
和
七

年
の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

江
戸
幕
府
の
年
寄
ら
は
、
南
郷
の
幕
府

代
官
で
あ
る
大
谷
定
次
・
片
山
吉
左
衛

門
・
高
西
夕
雲
と
塙
地
代
官
の
秦

し
ん
の

治
右
衛

門
に
対
し
、
立
花
宗
茂
の
旧
領
で
あ
る
赤

楯(

赤
館
、
棚
倉
町
棚
倉
字
風
呂
ケ
沢)

に
お
い
て
鉄
炮
で
仕
留
め
た
靏つ

る

や
白
鳥
は

幕
府
へ
献
上
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。
白

鳥
は
通
常
年
頭
の
祝
儀
の
贈
答
品
に
用
い

ら
れ
、
武
家
儀
礼
で
は
鳥
類
の
な
か
で
最

高
級
の
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

は
支
配
領
域
に
鶴
や
白
鳥
が
飛
来
す
る
湖

沼
や
河
川
が
存
在
す
る
こ
と
を
表
し
て
お

り
、
贈
答
品
と
な
る
土
産
と
自
然
環
境
は

密
接
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
文
書
の
写
し
は
江
戸
時
代

に
南
郷
の
複
数
の
名
主
の
家
で
作
成
さ

れ
、
現
在
も
伝
来
し
て
い
る
。（
渡
邉 

智
裕
）

　

米
沢
藩
で
は
殖
産
興
業
の
一
つ
と
し
て

鉱
山
の
開
発
に
力
を
入
れ
、
伊
達
郡
域
で

は
半
田
銀
山
（
桑
折
町
）
の
採
掘
の
ほ
か

に
阿
武
隈
山
中
で
の
製
鉄
が
盛
ん
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
阿
武
隈
山
系
に
産
出
す
る
砂

鉄
を
原
料
と
し
、
豊
か
な
山
林
を
精
錬
用

の
木
炭
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

米
沢
藩
の
福
島
奉
行
平
林
正
恒
の
命
を

受
け
、
伊
達
郡
東
根
郷
を
差
配
す
る
信
達

四
郡
役
の
堀
江
与
五
右
衛
門
は
、
大
石
村

（
伊
達
市
霊
山
町
大
石
）
・
石
田
村
（
同
霊

山
町
石
田
）
・
布
川
村
（
同
月
舘
町
布
川
）

で
遅
く
と
も
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
か

ら
同
十
三
年
ま
で
の
間
に
は
米
沢
藩
公
用

の
製
鉄
を
始
め
て
い
る
。
大
石
村
や
石
田

村
に
は
「
銅
屋
場
」
、
布
川
村
に
は
「
土

屋
場
」
な
ど
製
鉄
に
関
連
す
る
地
名
が
残

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
村
々
で
は
近
世

の
鉄て

っ
さ
い滓

が
実
際
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

大
石
村
で
は
大
橋
太
左
衛
門
が
、
石
田

村
で
は
菅
野
藤
兵
衛
が
製
鉄
の
仕
切
役
で

あ
っ
た
。
藤
兵
衛
は
米
沢
藩
内
で
は
「
信

夫
在
郷
知
行
取
」
と
し
て
把
握
さ
れ
、
自

ら
開
作
し
た
新
田
三
十
石
の
知
行
を
米
沢

藩
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
布
川

村
で
は
伊
達
郡
小お

で手
郷
を
差
配
し
た
信
達

四
郡
役
の
高
橋
喜
左
衛
門
・
高
橋
長
右
衛

門
ら
が
製
鉄
の
仕
切
役
で
あ
っ
た
。

　

寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
霜
月
七
日
、

米
沢
藩
の
福
島
奉
行
国
分
久ひ

さ
た
ね胤

・
同
西
山

宗
信
・
福
島
郡
代
河
田
氏
親
・
同
村
越
秀

信
ら
は
、
伊
達
郡
大
石
村
の
山
売
の
大
橋

太
左
衛
門
・
同
村
肝
煎
但
馬
・
同
弥
右
衛

門
・
同
甚
助
に
対
し
、
大
石
村
で
製
鉄
を

始
め
る
に
あ
た
り
五
箇
条
か
ら
な
る
諸
役

を
免
除
し
た
。
免
除
さ
れ
た
諸
役
は
、
買

米
、
鍛
冶
炭
・
小
役
、
馬
に
飼
料
を
卯う

の
と
き時

に
与
え
る
こ
と
、
紙
・
菰こ

も

・
縄
・
苫と

ば

の
納
入
、

御
肴
買
以
外
の
四
か
月
分
の
役
で
、
大
石

村
が
中
村
藩
領
と
の
境
目
の
村
で
あ
る
こ

と
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
米
沢
藩
で
は
鉄
は
留
物
に
指
定

さ
れ
て
い
た
。
特
に
萩
平
（
川
俣
町
飯
坂

字
萩
平
）
の
口
留
番
所
で
は
、
中
村
藩
か

ら
の
鉄
の
流
入
は
禁
止
さ
れ
、
米
沢
藩
の

許
可
証
が
あ
れ
ば
中
村
藩
へ
の
鉄
の
移
動

は
認
め
ら
れ
て
い
た
。�

（
渡
邉 

智
裕
）
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米
沢
藩
政
下
に
お
け
る

　
　
　

伊
達
郡
域
で
の
製
鉄

元
和
期
の
高
野
郡
南
郷
代
官

　
　
　
　
　
　

と
在
地
社
会
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享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
に
西
日
本

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
享
保
の

飢
饉
は
、
悪
天
候
お
よ
び
虫
害
に
よ
る
米

不
足
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

稲
被
害
を
発
生
さ
せ
た
虫
を
め
ぐ
っ
て

は
、
従
来
イ
ナ
ゴ
説
や
ウ
ン
カ
説
、
あ
る

い
は
稲
害
虫
全
般
説
が
唱
え
ら
れ
て
き

た
。
そ
の
後
、
虫
の
発
生
状
況
や
稲
の
加

害
状
況
の
詳
細
な
分
析
が
進
展
し
た
こ
と

で
、
現
在
で
は
ウ
ン
カ
説
が
通
説
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ン
カ
の
中
で
も
セ
ジ

ロ
ウ
ン
カ
と
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
二
種
類

が
主
要
な
加
害
要
因
だ
っ
た
と
、
そ
の
具

体
種
が
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
白
川
郡
小
田
川
村
（
現
矢
祭
町
）

の
名
主
を
勤
め
た
佐
川
家
に
は
、
享
保
の

飢
饉
を
も
た
ら
し
た
虫
を
描
い
た
史
料
が

残
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
前
述
の
研
究

成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
こ
に
描
写
さ
れ

た
虫
の
正
体
を
考
察
し
た
い
。

当
該
の
史
料
は
、
享
保
十
八
年
正
月
に

江
戸
で
発
生
し
た
米
問
屋
高
間
伝
兵
衛
宅

の
打
ち
こ
わ
し
の
概
況
を
記
し
た
も
の
で

あ
り
、
虫
の
図
（
掲
載
画
像
）
は
史
料
末

尾
に
見
え
る
。
「
稲
虫
之
図
」
と
見
出
し

が
振
ら
れ
、
二
種
類
描
か
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
左
側
の
虫
は
「
う
ん
か
」
と
名

付
け
ら
れ
、
文
字
通
り
ウ
ン
カ
を
描
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
「
色
黒
シ
」
と
表
現
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
全
身
が
白
み
を
帯
び
る

セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ
で
は
な
く
、
褐
色
の
ト
ビ

イ
ロ
ウ
ン
カ
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
右
側
の
「
ぎ
か
ら
」

と
命
名
さ
れ
た
虫
で
あ
る
。
大
き
な
眼
や

長
い
口
吻
・
羽
が
特
徴
的
に
描
画
さ
れ
、

図
上
部
の
説
明
文
は
「
蝶
ノ
形
、
羽
赤
シ
、

筋
皆
黒
シ
、
髯

（
ひ
げ
）

針
の
こ（

如
）と

し
」
と
そ
の
姿

を
伝
え
る
。
か
か
る
形
態
的
特
徴
は
、
先

行
研
究
が
加
害
要
因
と
し
て
明
ら
か
に
し

た
二
種
類
の
ウ
ン
カ
と
合
致
し
な
い
。

　

そ
の
正
体
を
、
ア
カ
ハ
ネ
ナ
ガ
ウ
ン
カ

か
そ
の
仲
間
と
推
測
す
る
。
こ
の
虫
は
前

述
の
二
種
類
の
ウ
ン
カ
同
様
に
イ
ネ
科
植

物
へ
害
を
な
し
、
形
態
は
説
明
文
の
そ
れ

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
図
示
さ
れ
た
姿

も
、
例
え
ば
一
見
す
る
と
誇
張
表
現
に
思

わ
れ
る
眼
は
、
個
性
的
な
複
眼
と
偽
瞳
孔

を
正
確
に
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

当
該
の
虫
が
実
際
に
飢
饉
を
も
た
ら
し

た
か
ど
う
か
本
稿
で
は
明
ら
か
に
し
え
な

い
が
、
少
な
く
と
も
当
時
の
人
々
が
原
因

の
一
つ
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
は
指
摘

で
き
よ
う
。�

（
片
村 

峰
雪
）

　

飯
坂
温
泉
（
福
島
市
）
の
共
同
浴
場
の

一
つ
「
切
湯
」
が
廃
止
に
な
る
と
い
う
。

　

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
刊
『
福

島
縣
鑛
泉
誌 

全
』
に
よ
れ
ば
、
切
湯
は

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
発
見
の
温
泉
と

さ
れ
る
。
か
つ
て
摺
上
川
東
岸
の
ほ
と
り

に
は
、
切
湯
、
狐
湯
、
下
の
湯
（
橋
下
湯
・

疝せ
ん

気き

湯
）
の
浴
場
が
あ
り
、
併
せ
て
湯
野

温
泉
（
湯
野
村
温
泉
）
と
呼
ば
れ
、
「
温

泉
番
付
」
に
名
を
連
ね
た
。
各
種
出
版
物

に
は
そ
の
姿
が
描
か
れ
、
川
沿
い
に
切
湯

な
ど
の
浴
場
が
並
ぶ
景
観
は
、
飯
坂
・
湯

野
温
泉
の
レ
ガ
シ
ー
で
あ
っ
た
。
昭
和
期

に
狐
湯
・
下
の
湯
が
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
・
移

築
さ
れ
る
と
、
切
湯
の
み
が
残
っ
た
。

　

当
館
収
蔵
の
旧
湯
野
村
文
書
に
は
、
近

代
の
切
湯
の
改
築
工
事
の
記
録
が
散
見

さ
れ
る
。
左
図
は
そ
の
一
例
で
、
明
治

二
十
四
年
五
月
五
日
に
、
湯
野
村
願
惣
代

の
岸
波
味
三
郎
が
、
湯
野
村
長
代
理
の
助

役
菱
沼
利
左
衛
門
に
提
出
し
た
工
事
図
面

（
「
温
泉
関
係
書
綴
」（
旧
湯
野
村
文
書
（
そ

の
二
）
三
一
六
）
）
で
、
二
か
所
の
工
事

予
定
部
分
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。

　

願
書
本
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
一
か

所
目
に
つ
い
て
、
降
雨
時
、
建
家
北
側
か

ら
悪
水
が
浴
室
内
・
湯
坪
に
流
入
し
て
、

透
明
な
湯
は
汚
濁
し
、
建
家
が
腐
朽
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
一
村
公
費
工
事
に
よ

り
、
上
図
の
破
線
部
分
に
悪
水
防
止
の
石

垣
の
新
設
を
提
案
す
る
。
二
か
所
目
は
、

寄
付
に
よ
る
工
事
で
、
下
図
の
浴
室
内
の

破
線
部
分
に
温
泉
神
社
宮
殿
の
建
設
を
希

望
す
る
。
も
と
も
と
切
湯
に
は
、
古
来
石

造
の
御
神
体
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
明
治

二
十
一
年
の
構
造
改
良
工
事
後
、
他
所
に

仮
座
を
設
け
安
置
し
た
が
、
信
仰
者
か
ら

不
便
か
つ
不
適
当
と
不
満
の
声
が
あ
が

り
、
浴
室
内
へ
の
鎮
座
を
望
む
。

　

本
書
に
よ
れ
ば
、
建
家
は
前
回
改
築
か

ら
三
年
ほ
ど
で
傷
ん
で
い
る
が
、
別
史
料

で
同
年
十
二
月
に
腐
朽
修
繕
を
決
定
し
、

維
持
管
理
に
腐
心
し
て
活
用
を
続
け
た
。

明
治
三
十
三
年
十
月
に
は
改
築
工
事
が
着

工
さ
れ
、
仕
様
書
に
建
家
一
棟
が
四
間
五

寸
×
三
間
四
尺
、
湯
箱
一
槽
が
一
丈
×
六

尺
五
寸
と
あ
り
、
今
の
切
湯
と
同
規
模
で

あ
る
。
ま
た
、
温
泉
神
社
は
、
湯
の
恵
み

へ
の
期
待
と
感
謝
の
念
か
ら
温ゆ

の泉
神か

み

を

祀
っ
た
社
で
あ
る
が
、
湯
と
共
に
あ
る
べ

き
と
の
想
い
が
顕
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
神
社
と
同
一
か
判
断
し
難
い
が
、

今
も
切
湯
の
浴
場
脇
に
は
薬
師
如
来
を
祀

る
温
泉
神
社
が
あ
る
。
切
湯
は
、
旧
来
の

名
残
を
留
め
て
き
た
浴
場
と
言
え
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。�

（
小
野 

孝
太
郎
）
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明
治
期
の
湯
野
温
泉

　
　
　

共
同
浴
場
「
切
湯
」

享
保
の
飢
饉
を
も
た
ら
し
た

　
　
　
　
　
　
　

稲
虫
の
図

〔江戸騒動書付〕（部分、
福島大学佐川家文書
（その 2）826）

温泉関係書綴（旧湯野
村文書（その2）316）



　

令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
年
九
月
一
日
、

郡
山
市
が
市
制
施
行
一
〇
〇
周
年
を
迎
え

た
。

　

現
在
で
は
県
下
第
一
の
経
済
都
市
と
し

て
知
ら
れ
る
郡
山
市
で
あ
る
が
、
そ
の
中

核
と
な
っ
た
郡
山
村
は
江
戸
時
代
に
は
二

本
松
藩
領
の
宿
場
に
す
ぎ
ず
、
市
制
施
行

も
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
の
会
津

若
松
市
（
当
時
は
若
松
市
）
、
明
治
四
十

年
の
福
島
市
よ
り
も
遅
い
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
も
、
こ
の
時
に
誕
生
し
た
「
郡
山

市
」
に
は
安
積
開
拓
の
中
心
地
で
あ
っ
た

開
成
山
一
帯
（
当
時
は
桑
野
村
）
は
含
ま

れ
て
お
ら
ず
、
面
積
も
約
十
三
平
方
㎞
と

現
在
（
約
七
五
七
平
方
㎞
）
の
約
六
十
分

の
一
に
す
ぎ
ず
（
『
郡
山
の
歴
史
』
参
照
）
、

現
在
の
範
囲
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
は

見
す
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
改
め
て
、
「
郡
山
市
」
誕
生
ま

で
の
流
れ
を
整
理
し
て
お
く
と
次
の
よ
う

に
な
る
。
郡
山
村
は
明
治
九
年
に
隣
村
の

横
塚
村
と
合
併
す
る
が
、
同
十
二
年
に
分

村
。
つ
い
で
、
安
積
郡
の
中
心
地
の
座
を

め
ぐ
っ
て
新
興
の
桑
野
村
と
対
立
す
る

も
、
こ
れ
に
勝
利
し
て
、
明
治
二
十
二
年

に
は
単
独
で
町
制
を
施
行
し
て
郡
山
町
と

な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
東
北
本
線
の
郡
山
駅
が
開
業

し
、
そ
の
後
も
岩
越
線
・
平
郡
線
が
開
通

す
る
な
ど
交
通
の
要
衝
と
し
て
地
位
を
確

立
す
る
。
ま
た
、
安
積
疏
水
を
利
用
し
た

水
力
発
電
の
実
用
化
に
伴
い
、
多
く
の
企

業
が
工
場
を
設
置
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

商
業
も
発
展
し
て
い
っ
た
。

　

大
正
時
代
に
な
る
と
、
そ
の
傾
向
は
ま

す
ま
す
強
ま
り
、
大
正
八
年
の
福
島
県
に

よ
る
巡
視
復
命
書
に
は
、
「
夙
ニ
地
ノ
利

ヲ
得
テ
発
達
膨
張
セ
ル
郡
山
町
ハ
近
ク
市

制
ヲ
布
ク
ヘ
キ
運
命
ヲ
有
シ
、
其
ノ
漸
進

的
膨
張
ニ
伴
ヒ
郡
治
ノ
方
針
ヲ
考
慮
セ
サ

ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
共
ニ
重
要
事
項

ト
シ
テ
考
料
ヲ
要
ス
ル
」
（
明
治
・
大
正

期
の
福
島
県
庁
文
書
一
〇
五
一
）
と
記
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
予
見
ど
お
り
、
郡
山
町
は
市
へ
の

昇
格
を
目
指
し
て
動
き
出
す
。
併
せ
て
、

生
活
圏
が
重
な
る
隣
村
の
小
原
田
村
と
桑

野
村
と
の
合
併
案
も
浮
上
し
、
一
町
二
村

に
よ
る
市
制
施
行
に
向
け
た
協
議
が
重
ね

ら
れ
て
い
く
。

　

こ
の
う
ち
、
桑
野
村
と
の
合
併
は
紆
余

曲
折
の
末
に
頓
挫
す
る
が
（
の
ち
大
正

十
四
年
に
追
加
編
入
）
、
小
原
田
村
と
は

合
意
に
達
し
、
大
正
十
三
年
九
月
一
日
に

「
郡
山
市
」
が
誕
生
し
た
。�

（
山
田 

英
明
）

一
、
展
示
公
開

一
、
展
示
公
開

収
蔵
資
料
展
「
阿
武
隈
川
流
域
の
歴
史
と

収
蔵
資
料
展
「
阿
武
隈
川
流
域
の
歴
史
と

文
化
」

文
化
」

　

阿
武
隈
川
サ
ミ
ッ
ト
発
足
三
十
周
年
を

記
念
し
て
、
阿
武
隈
川
お
よ
び
そ
の
支
流

域
に
関
す
る
史
料
を
取
り
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
新
紙
幣
発
行
に
あ
わ
せ
、
新
一
万
円

札
に
描
か
れ
た
渋
沢
栄
一
と
福
島
の
関
り

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
会
期
】
開
催
中
～
十
一
月
二
十
四
日

（
日
）
ま
で

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史
料
展
」

収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史
料
展
」

　

『
福
島
県
歴
史
資
料
館
収
蔵
資
料
目

録
』
第
五
十
五
集
に
収
録
さ
れ
た
、
明
治

期
の
新
聞
で
あ
る
「
井
筒
平
氏
寄
贈
文

書
」
、
明
治
期
の
雑
誌
で
あ
る
「
金
子
一

郎
氏
寄
贈
文
書
」
、
明
治
期
の
法
令
集
で

あ
る
「
福
島
大
学
明
治
期
布
達
集
（
そ
の

一
）
」
、
二
本
松
藩
ゆ
か
り
の
「
安
井
健
夫

家
文
書
（
そ
の
一
）
」
、
国
見
町
ゆ
か
り
の

「
高
原
庄
一
家
文
書
（
そ
の
一
）
」
・
「
国
見

町
藤
田
区
有
文
書
（
そ
の
三
）
」
の
な
か

か
ら
特
徴
的
な
史
料
を
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
十
二
月
十
四
日
（
土
）
～
令
和

七
年
三
月
二
十
三
日
（
日
）

【
休
館
日
】
十
二
月
二
十
八
日
（
土
）
か

ら
令
和
七
年
一
月
四
日
（
土
）
、
毎
週
月

曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜

日
）

歴
史
資
料
館
移
動
展
「
佐
久
間
家
文
書
か

歴
史
資
料
館
移
動
展
「
佐
久
間
家
文
書
か

ら
み
る
森
山
の
歴
史
」

ら
み
る
森
山
の
歴
史
」

　

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
度
に
当
館

で
開
催
し
た
収
蔵
資
料
展
「
新
公
開
史
料

展
」
の
一
部
を
再
構
成
し
、
国
見
町
森
山

地
区
に
ゆ
か
り
の
「
佐
久
間
成
章
家
文

書
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
講
演
・
展

示
解
説
も
開
催
（
十
一
月
四
日
（
月
・
振

休
）
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分
、

大
木
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
。

【
会
期
】
開
催
中
～
十
二
月
八
日
（
日
）

ま
で

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

【
会
場
】
国
見
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

あ
つ

か
し
歴
史
館
（
国
見
町
大
木
戸
霞
原
三
）

二
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

二
、
資
料
閲
覧
に
つ
い
て

　

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
の
資
料
閲
覧
を

最
優
先
と
し
ま
す
。
詳
細
や
最
新
の
情
報

は
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。
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郡
山
市
」
の
誕
生

令
和
六
年
度
行
事
予
定

　
　

（
令
和
六
年
十
月
～
令
和
七
年
三
月
）

〔安積郡巡視復命書〕
（明治・大正期の福島
県庁文書 1051）


